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141　　　　 高 プ 卩 ラ ク チ ン 血症 に お け る

progesterone 　feedback
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〔目的 〕高プ ロ ラ ク チ ソ （PRL ）血症に お け る

progesterone 　feedback に 関す る 報 告は 少 な い
。

今回，実験 条件 を明確に す る た め に 低 ス テ ロ イ ド

状態に あ る 閉経 後婦人 を対 象 とし ， progesterone

feedback の 存否 ，な ら び に 高 PRL 　iL症の proges
−

terone　feedback に 対す る 影響に っ い て 検討 を加

え た 。

〔方法 〕対照群 と し て ，閉経後婦入 に ethinyl

estradiol （EE ）40 μg／day を全研究期間 を通 じ連

日 経 口 投与 し，投与開始後 4 週 目 に progesterone

25mg を筋注 した 。
・・… ビ リ 1設 与高 PRL 血 症群

と し て
，

ス ル ピ リ ド150mg ／aayを全研究期間を通

じ経 口 投与 し
， 同時 に EE を 対照群 と同様 に投与

した。 採血は EE 投与 前 ，
　 EE 投与後 1 週， 2 週 ，

3 週， 4 遍 ，お よ び progesterone 筋注後 4 時間，

8 時間，12時 間，24時間 ，48時間，72時 間 に 採血

した 。 血中 LH ，　FSH ，　PRL ，　 prGgesterone は

RIA に て 測 定 し た 。

（成績 ）血 中 PRL 値は，ス ル ピ リ ド服 用 に よ り有

意 に 上昇 し高 PRL 血症状態 と な っ た 。　 EE40 μ g

／day 　 4 週間 の 連 日経 口 投与に よ り血中 LH ・

FSH 値 は対照 群 ，ス ル ピ ル ド投与高 PRL 血症群

ともに 正常性成熟期婦 人の レ ベ ル に ま で 低下 した 。

P・・gest … ne 　25mg 筋磁 こ よ り，両群 と もに LH

の positive　feedback が蕋忍め ら れ た 。

　〔結論 〕閉経後婦人 に 低量 の EE を前 投 与 す る こ

　とに よ り，progesterone の p ）sitive 　 feedback が認

め られ た
。

ま た ，ス ル ピ リ ド服 用 に よ る 高 PRL

血症状態 に お い て も，こ の progesterone に よ る

　positive　feedback機 構は障害 さ れ な か っ た 。

〔目的〕PRL と Gn とは相互 に 密接 な 関係を保 っ て

い る。 今回下垂体に おける PRL の Gn 分泌 に 対 す

る作用を下垂体細胞培養系を用 い て 検討 した 。 〔方法〕

成熟 Wistar 系雄 rat の 下垂体前葉を細切 し酵素処

理後牛血清添加 Medium 　199に て 培養 した 。 24　h 後

m 。dium 。h。 ng 。 を行 い 各種ホ ・レモ ン を 添加 し48　h 後

の medium 申 と細胞内 の LH ，　FSH 濃度を RIA に

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Iz5

て 測定した 。 PRL 受容体は
，

比 活性 80μCi∠μg の 　1

− bPRL を 用 い 2℃ 2h の incubationに よ り定量 し

た。　〔成績〕   rnediurn 中 に b − PRL （10Pt9／rn1）

を 添加す る と medium 中の LH 濃度 （ng ／ml ） は ，

4．7 ± 0．6 とな り，非添加群 （2．9 ± O．4）よ り有意 （P
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

−8
〈 e．05 ） に 増加 した 。   LHRH （1〔［M ）存 在 下 で

PRI 、 を添加する と LI｛は 31．0 土 5．9で あ り非添 加群

の 72％増加 した。  LHRH と PRI ． に さらに E2を

加え る と PRL に に よ る LH 分泌促進効果 は増強 さ

れ た。 こ の 条件下で PRL の 効果は 〔1．1　M9 ／ml で発現

し，1 μg／ml で 最大と な っ た 。   PRL 添 加 に よ り培

養細胞内 LH 濃度 も非添加群 の 150 ％増 加 した e  

PRL は medium 中の FSH 濃度 も65％増加さ せたが

細胞内濃度 の 上昇 は 軽度 で あ っ た ・   b ・・m ・criptine

の 添加 は培養細胞 PRL と LH の 分泌をともに 減少さ

せ た。一一一方 TRH に より PRL 分泌 は 増加 し LH 分泌

　も増加傾 向がみ られた 。   下垂体前葉 に は PRL 受

容体が存在し ， Seatchard　plotは curvilinear とな り

Kd 値 は高親和性 2．9 ・ lb
’”

M ， 低親和性 6．2・ 1σ瓦

結合量 は 各 々 15，86f．　m ・1／mg ・P・・t・inで あ っ た ・ 〔結

　論〕 ド垂 体前葉 に は PRL 受容体が 存在 し．　PRL は下

垂体 に直接作用 し Gn の 産生放出を促進す る。そ の 効

　果 は LHRH 非存存下で も発現する こ とより，　 LHRH

　を介 さな い 作用 と考え られ る 。
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